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⒈　室蘭市教育サポートセンターくじらん

(1) 設置の目的

(2) 支援の視点

不登校児童生徒の支援に対する基本的な考え方

⒉　令和５年度　「室蘭市教育サポートセンターくじらん」体制

～

～

～

～

室蘭西中・星蘭中 桜蘭中

港北中・東明中 本室蘭中・翔陽中

室蘭西中学校 港北中学校 桜蘭中学校 翔陽中学校

星蘭中学校 東明中学校 八丁平小学校 本室蘭中学校

みなと小学校 蘭北小学校 旭ヶ丘小学校 海陽小学校

地球岬小学校 天神小学校 白蘭小学校

喜門岱小学校

※ＶＡ：訪問アドバイザー　　ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー

※　令和３年４月　室蘭市適応指導教室の名称変更　

　○　SSW（相談員） 中塚洋司、酒井浩一

　○　就学相談員

中塚SSW　担当中学校区

千葉　保、佐々木秀人

　○　VA(SSW）

VA　担当校 加藤 VA　担当校丸石 VA　担当校

　不登校児童生徒への支援は、「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、児童
生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある。また、児童生徒
によっては、不登校の時期が休養や自分を見つめ直す等の積極的な意味を持つ一方で、学業の遅れ
や進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクが存在することに留意する。

　様々な要因から学校に登校できない児童生徒に対し、保護者や学校との連絡・相談を密にするととも
に、各関係機関と連携の上、共感的な教育相談によって心の安定を図りながら一人一人の状況に応じた学
力や集団生活に適応する力を育むための指導・援助を行い、学校への復帰や社会的自立を目指す。また、
保護者の悩みや不安についても教育相談を行う。

　○　学習支援員

酒井SSW　担当中学校区

令和元年１０月２５日付　　不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）文部科学省初等中等教育局

VA　担当校柿崎

室蘭市教育委員会

室蘭市教育研究所

所　　長

担当所員

入　村　貴　行

棟　方　伸　吾

市橋麻子、丸石聖子、柿崎幸恵、加藤智佳子

石丸いづみ、丸山賢司

室蘭市教育サポートセンターくじらん

（室蘭市保健センター４F）

電話番号　４５－８６２０　　　FAX　４３－５１４９

石橋
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３．室蘭市教育サポートセンターくじらんによる支援

初期対応の支援

各関係機関との連携

※ＳＣ･･･スクールカウンセラー ※ここらん･･･室蘭市子育て世代包括支援センター

４．学校が不登校を防ぐための取組（例）

(1) 未然防止

※家庭との連携

・自己存在感の感受

※SCや心の教室相談員の積極的な活用と連携 ・共感的な人間関係の育成

・自己決定の場の提供

(2) 初期対応 ・安全・安心な風土の醸成

予兆への対応を含めた初期段階での支援

※令和３年３月１２日付け　室教指第３０４号より

ＶＡによ
る家庭訪
問と登校
支援を行
う

登校支援

欠席がさらに続いたとき（目安として連続５日以上、もしくは年間欠席数が累積１５日以上）は、
学校と教育サポートセンターくじらん等との連携・協力により不登校状況報告書「※児童生徒理
解・支援シート」等を作成し、児童生徒や保護者への支援を始めること。なお、作成にあたって
は、学級担任、養護教諭、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等が連携し、児童
生徒や保護者との話合いを通じて作成することが望ましいこと。

信頼関係づくり 授業づくり・集団づくり

生徒指導の４つの視点

(3)

生活の土台づくり

※QUやほっと等質問紙調査の活用

(1)

(2)

　学校は、毎月の３日以上欠席児童生徒の校内での情報共有と今後の支援方針について、共通理
解を図る。連続５日以上、もしくは年間の累積欠席日数が１５日以上となった場合、不登校状況
報告書を作成し、実態の把握と分析、対応方針の検討、くじらんサポートセンターとの情報共有
を図る。

○ここらんとの連携と情報共有
○室蘭市不登校支援連絡協議会の開催
○福祉事業所との連携と情報共有
○児童相談所との連携と情報共有

欠席が続いたとき（目安として連続３日）は、理由によらず、家庭訪問等により児童生徒の状況を
現認する。支援方針については、管理職を含め生徒指導部会等において、欠席の要因や背景をもと
に今後の支援方針について共通理解を図ること。

保護者からの連絡により欠席理由を記録し、学年・学校全体で情報共有すること。

 ○各校の児童生徒に関する情報交流
 ○ＳＣとの情報の共有、連携した対応
 ○要保護児童地域対策協議会
 ○医療機関との連携と情報共有

ＳＳＷによる児
童生徒及び保護
者への教育相談
を行う

教育相談 入室支援

学習支援員によ
る基礎的な学力
の定着を図る

軽スポーツや体験学習、
レクリエーション的活動
等を通してのコミュニ
ケーション能力や集団生
活への適応力の向上を図
る

基本的生
活習慣の
定着を図
る

基本的な生活習慣の定着

挨拶・早寝早起き・食事等
予兆を見逃さないような児童

生徒および保護者とのコミュ

ニケーションの構築

生徒指導の機能を

生かしたわかりやすい授業

相談支援（ＶＡによる教育相談や家庭訪問、面談）
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５.　登校支援及び入室対象児童生徒　

前
提

(3) 原則として支援の対象外となる場合

※②～④は他の通室児童生徒の学習機会と安全確保のための観点

６．　支援開始までの基本的な流れ

(2) 登校支援や相談支援

(1) 入室支援

①　学校が当該児童生徒に対して継続的・組織的に対応してきたが、欠席日数が増加傾向にある

②　当該児童生徒と保護者が入室支援を希望している

③　入室あたっては、児童生徒が徒歩や公共交通機関、または保護者による送迎ができる

①　上記（１）（２）に該当しない児童生徒

⑤　学校生活や友人関係での不満等を理由に入室を希望した児童生徒

②　当該児童生徒と保護者が登校支援を希望している

③　保護者が登校支援に可能な限り協力することができる

①　学校が教育サポートセンターと連携して組織的に対応してきたが、不登校が改善されない状況にある

②　問題行動の懸念がある児童生徒

③　身体的・情緒的な特性が強く、専門的な指導が必要となる児童生徒

④　他の通室児童生徒や職員の精神的、身体的な安全・安心を脅かすような言動をとる恐れがある児童生徒

 室蘭市の小中学校に在籍する児童生徒で、様々な要因により、登校できない児童生徒

※強い特性（特別支援学級相当）を持つ児童生徒の支援については、就学相談員と検討の上、支援方法
について検討します。
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７．　登校支援から入室までの基本的な流れ

(1)  ５（２）の要件を満たす場合には、登校支援から入室支援に移行する。
①  学校は、新規に「入室支援願」を教育委員会に提出します。

②  教育委員会指導班は、学校に「承認通知」を学校に発送します。

③  学校は、保護者と当該児童生徒に支援内容について報告します。

(2) 入室前の確認事項

①  学校は、保護者に対して「入室のしおり」を配布の上、確認事項について説明を行います。

８．　通室児童生徒の具体的な活動について

(1) 学習支援員による指導

①  通室日・通室時間

　・  毎週月曜日～金曜日　９：３０～１４：００

※ ９：００～９：３０の間に通室します。

※ 土日や祝祭日、学校の長期休業期間中は休みです。

(2) 通室支援　日課表の例

※上記の活動に加え、ＳＳＷが随時児童生徒との面談を行っています。

９.「サポートセンターくじらん」での学習活動の取り扱い

通室した日は、出席として扱います。

　学校が把握した当該学習の計画や内容がその学校の教育課程に照らし適切と判断される
場合には、当該学習の評価を適切に行い指導要録に記入したり，また，評価の結果を通知
表その他の方法により、児童生徒や保護者，当該施設に積極的に伝えたりすることは，児
童生徒の学習意欲に応え、自立を支援します。

活動内容
体調確認　今日の目標　日程確認

昼食・休憩

9:40～12:15

学習活動１

学習活動２

(1)

(2)

時間

13:50～14:00

個別による学習
支援員ワークシート

弁当（持参）　レクリエーション
軽スポーツ、体験学習、
コミュニケーション活動
今日のふり返り　明日の日程確認

9:00～9:30

学習・自立活
動

12:15～13:00

個別による学習
持参問題集利用

活動名

帰りの会

13:00～13:50

児童生徒各自の個別学習の支

援や指導を学習支援員が行いま

す。

通室児童生徒の自立や自己実

現に向け、自ら課題を設定し、

計画を立てて取り組む活動を組

み込んでいます。
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10．登校支援・入室支援の取扱いについて

11．退　室 

①  通室中の小学６年生及び中学校３年生は、在籍校の卒業式の日をもって退室となります。

 ※卒業時における追加の手続きはありません

②  室蘭市内で転校をする場合は、一度退室となります。

 ※追加の手続きは必要ありません

③　

　室蘭市教育サポートセンターくじらんに通室する児童生徒が、通室開始以降に５．(3)【原
則として支援の対象外となる場合】は、学校及び教育委員会指導班が判断し、退室を促す場
合があります。

　学校は、室蘭市教育サポートセンターくじらんに通室する児童生徒が学校復帰等により退
室する場合、保護者及び本人への意思確認と、室蘭市教育サポートセンターくじらんと「退
室日」の確認を行い、「退室願」（様式３）を教育委員会指導班へ提出してください。

(3) その他

(1) 卒業・転校時

(2) 学校復帰等

　年度末において、登校支援・通室支援は、一旦解除となります。（支援は、自動継続と
はなりません）継続支援を希望する場合は、４月末までに改めて支援願を提出することに
なります。入室支援については、約１ケ月の期間の通室状況を判断し、本入室となりま
す。支援内容については、教育委員会指導班と室蘭市教育サポートセンターくじらんが協
議の上で決定します。

 ①や②の場合は、進級や転出先の学校と情報共有を行うようにしてください。

6 / 6 ページ


